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ジェイン＝ジェイコブズのミクロおよび 
マクロ経済理解に関する検討







外客数は 475 万 7146 人であったが、2010 年にはそれぞれ 861 万 1175 人、2019 年には 3188 万
2049 人となっている 1）。2014 年末の日本の対外直接投資残高は 1 兆 1,854 億ドルであったが、
2019 年には 1 兆 8,583 億円に増加した。一方で日本に対する直接投資残高は 2014 年末には 1982


































































　さらにジェイコブズは都市の発展は次の 5 つの条件が必要と述べている。第 1 に農村的財と
他の都市で生産されるイノベーションの産物から成る、新しい輸入品に対する都市市場の急激






　ジェイコブズは失敗例として「都市地域（第 3 章）」、「供給地域（第 4 章）」、「労働者に見捨
てられる地域（第 5 章）」、「住民排除（第 6 章）」、「工場移植地域（第 7 章）」、「都市のない地域















































































































































































イコブズ外部性は賃金を高めていた［Glaeser et al, 1992］。
　Frenken らは地域の多様性を関連の強い産業の多様性と関連の弱い産業の多様性の 2 つに分け
ている。前者はジェイコブズ的外部性に相当し、新しい産業と雇用を生み出すと予想される。
後者は特定産業の需要ショックに対する耐性を意味しており失業の増加を抑制する効果がある





業による多様性が負の影響を与えていた［Frenken et al, 2004］。





























































































てのみ、持続的な経済成長は実現すると論じている［Aoki and Yoshiakwa, 2002；吉川，2003，
90-100］。 


























































の国の豊かさは必ずしも単純に比例するわけではないと反論する［ Jacobs, 2011, p.53］。
　ジェイコブズの議論を彷彿とさせる事例を紹介する。それはユーロと欧州債務危機である。














［Wray, 2015，邦訳書，335-351］。2015 年には Krugman もギリシャがユーロを離脱して、自国通
貨ドラクマを復活し減価させれば、ギリシャの経済は回復すると論じていた 19）。


































outbound.pdf 2020 年 9 月 7 日アクセス）
2） 日本貿易振興機構（ JETRO ）「直接貿易統計」（ https://www.jetro.go.jp/ext_images/world/japan/stats/fdi/
data/19fdistock01_jp.xlsおよびhttps://www.jetro.go.jp/ext_images/world/japan/stats/fdi/data/19fdistock02_jp.xls　
2020 年 9 月 7 日アクセス）










6） ジェイコブズは「輸入代替」（ import substitution ）ではなく「輸入置換」（ import replacement）という
用語を好んで使っている。理由は動詞にした場合「輸入を代替する」（ to substitute for imports）という
表現はぎこちないが「輸入を置き換える」（ to replace imports）という表現はそうではないからである。









拡大が必要であるというのがジェイコブズの見解である［ Jacobs, 1984, pp.90-92］。
8） 移植工場で使われている技術や原料、中間生産物もまた外部から導入されるものであり、「輸入置換」





市は 1 つも発生しなかった。ジェイコブズによると輸入には 3 つの機能がある。第 1 に都市は他の地
域と同じように、輸入品を利用し消費する。第 2 にこのような輸入品の購入に必要な貨幣は都市の稼
得行動によって取得する必要がある。稼得行動の過程で生産の多様化やインプロビゼーションを必要
とする。第 3 にこうした輸入品は地元の生産によって置き換えられる。ジェイコブズは TVA には第 2



































19） “Grexit and the Morning After,” The New York Times. （https://krugman.blogs.nytimes.com/2015/05/25/
grexit-and-the-morning-after/?smid=tw-NytimesKrugman&seid=auto 2020 年 9 月 8 日アクセス）
20）例えば Jacbos［1984］の邦訳書の片山善博氏（元鳥取県知事）による解説を参照。
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